
冠動脈左室瘻のＺ例：DipyridamoIe負荷による
２olTI心筋SPECTの所見

森清男,辮桝田昌之助,※山崎司※
岡部洋子,※大森俊明,※今堀恵美子※※
本川功,※※口田安昭,※※田西賢一※※
分校久志※※※

冠動脈血流がarterioluminalvesselにより直接

左室へ流入する例に、dipyridamoIe負荷20】Ｔｌ

心筋スキャンを行ったのでその所見について述べ

る。

〔症例〕

患者１：ＫＫ,４７歳，男`性，農業兼公務員

主訴：動悸

家族歴：兄が49歳で突然死

現病歴：昭和63年５月の健康診断の際に、心電

図異常を指摘された。２～３年前より労作時に軽

度の動'悸を感じるようになった。平成1年２月当

院を受診し、精査目的にて入院する。

身体所見：心雑音なく、特記すべき異常を認め

ない。

胸部レントゲン写真：ＣＴＲ４９％、心陰影、肺

野に異常を認めない。

心電図：ＱＲＳ波は不完全右脚ブロック型でＨ，

maVFに細い分裂を認め、ＳＴ部の上昇をみた。

心筋シンチグラフィ（図１）：Dipyridamole負

荷20'Tl心筋SPECTでは、心尖部を中心に逆再

分布を示し、前壁の洗出率は相対的に低値であっ

た。

心臓カテーテル検査，冠動脈造影：各所の心内

圧は正常範囲であった。心内短絡の所見はなかっ

た。冠動脈造影（図２）では、前下行枝，対角枝

から左室へ直接流入する多数の細い血管網がみら

れた。

患者２：ＹＹ.,57歳，男性，農業

主訴：心電図異常

家族歴：特記すべきことなし

現病歴：１週間前に頭がぐらぐらするように感

じた。その後症状はないが、心配になり受診し、

その際に心電図異常の指摘を受け入院する。

身体所見：心雑音なく、その他に異常を認めな

い。

胸部レントゲン写真：ＣＴＲ５５％の軽度の心拡

大を認める。

心電図：ＬａＶＦ，Ｖ4,Ｖ5．Ｖ６のＴ波平坦化

ないし陰転化を認めた。ImaVF，のＱＲＳ

波にわずかな分裂を認めた。

心筋シンチグラフイ（図３）：Dipyridamole負

荷201Tl心筋SPECTでは心尖部に再分布のある
欠損像を認めた。

心カテーテル検査，冠動脈造影：心内圧正常，

短絡所見認めず。冠動脈造影（図４）では、左冠

動脈前下行枝より左室へ流入する血管網を認めた。

〔考案〕

冠動脈瘻は右心系に開口する例が多いと言われ

ている。一方、左室瘻は、瘻を形成する冠動脈が

太く、蛇行しやがて左室へ開口するタイプと細い

複数の血管群が左室へ流入するタイプの２つに大

別される。本例では後者に属するが、Sultanは

右心系で認められるThebesiansystemが異常発

達した為としている')。このタイプでは、瘻の血

流量が多いと病的意義を有するものと考えられ、

左室心筋に対しては、冠盗流現象を来たし、心筋

虚血力罫もたらきれる。今回、dipyridamole負荷
201Tl心筋SPECTにおいて検討した。症例ｌで

は前下行枝灌流域の心尖部を中心に逆再分布がみ

られ、同部の強い虚血があり、線維化心筋の混在

した状態にあると考えられる2)。症例２では前下

行枝灌流域の心尖部に再分布のある欠損があり症

例１より軽度な虚血の存在が考えられる。これら

の所見は、冠動脈造影にて肉眼的に観察された瘻

の血流状態と相関しており、心筋SPECTでのＴｌ

集積所見は冠動脈瘻による病的心筋状態を反映し

たものと考えられる。

〔結語〕

ArterioluminalvesselあるいはThebesiansystem

によると考えられる冠動脈左室瘻の形態をとった

２例にdipyridamole負荷２０ITI心筋SPECTを行
い検討した。
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